
Title 動産譲渡登記制度とその問題点

Author(s) 吉田, 光碩

Citation 阪大法学. 2005, 55(3,4), p. 7-24

Version Type VoR

URL https://doi.org/10.18910/55118

rights

Note

Osaka University Knowledge Archive : OUKAOsaka University Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

Osaka University



動
産
一
誠
一
段
登
記
制
度
の
創
設
と
そ
の
問
題
点」二

Ll 

向
日
以

ず
れ
ド

1
 

1
 

光

日
助
六
譲
渡
登
記
制
度
の
創
設
と
へ
て
の
概
要

平
成 出

町
呼
譲
渡
読
む
山
中
一
度
の
創
設

の
汁
抗
要
件
に
鳴
す
る
民
江
の
引
開
等
に
民
す
る
法
作

伊
只
講
話
波
将
例
法
と
い

l 
うあっ
ノ

を
改
正
す
る
形
で

六
可
二
一
月
に

に
も
を
認
を
汁
抗
変
性
H
1
し
す
る
剖
皮
が
創
設
汽
れ
た
〈
と
れ
は
不
動
J

庄
の
丸
片
山
内
悩
伯
に
肴
口
刊
し
た
、

一一己、
F

JA咋
方

π

要
性
に
在
日
さ
れ
る
よ
う
に
な
ラ
え
と
、
」
ろ
、
ベ
却
疋
r
N
t
保
化
す
る
た
め
の
出
制
度
が
阪
め
て
不
備
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
ネ
ァ
ウ
1
f

ほ
と
ん
ど
川
市
が
さ
れ
て
こ
冷
か
っ
と
こ
と
を
ふ
ま
、
ス
、
公
不
制
度
2
し
、

債
権
一
一
品
伊
は
な
一
同
制
民

な
っ
て
、
こ
れ
ま

下

ボ品一極れいり…山地判

F
落
に
上
い
い
ノ
／
引
き
芯
豆
り
つ
つ
め
る
状
況
の
な
か
、

一一町
h
j

」
日
級
資

T
法
と
し
て
劫
凶
作
川
甲
山
融
資
の
重

，）~ 

ヂi
守

と
同
様
に
、
動
産
の
吊
一
伎
に
つ
い
て
も
、
な
一
日
記
に
よ
る
t
h
u
札
要
件
共
備
が
で
き
る
よ
う
に
さ
れ
ん
一
も
り
て
あ
る
ハ

担
保
制
境
問
究
会
報
伝
こ
い

月
三
三
（
さ
れ
た
「
〈
主
人
法
制
研
究
会

ヘ
以
「

（旧判保制－
rt九
州
究
会
）
萩
背
主
下
」

う
）
に
よ
ー
れ
ぜ
以
、

二
れ
ま
で
は
ム

E
、ν
て
尚
弘

Y
L
る
売
制
令
保
ん
の
1
7

～
め
い
利
い
uYA
れ
て
い
1
7

～
江
げ
さ
、

な
ど
の
金
融
機
関
は
ほ
と
ん
ど
利
尽
す
る
こ
と
が
な
か
っ
行
υ

在
咋
担
保
融
資
は
、
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一一i
版
作
似
融
資
は
制
度

助
産
＝
認
は
在
深
C
J引
合
、

υ丸
刈
中
正
刊
は
「
引
法
一

℃？の
Z
W
U
U
M

、
引
中
川
は
は
ー
で
作
法
工
出
右
改
定
で
足

rノ

る
と
さ
れ
、

合
札
ハ
じ
に
よ
っ
」

45札
山
ヰ
！
が
H
一
備
さ
れ
て
い
る
合
二
は

ほ
ん
汁
の
一
議
校
担
日
昨
日

hL7什
し
で
も
、

J
卜
戸
ヅ
ノ
可
J

十
〕
ゃ
あ
こ

1

6
1
H！
l
i
，L
オ

が
判
訟
と
し
な
い
f
め
、
債
務
v
h
の
も
と
に
み
る
動
産
に
一
議
校
拒
似
の
設
定
J

ゼ
ヨ
げ
る
と
し
て
も
、
先
行
の
占
有
改
定
に
劣
ぬ
し

C
し

ま
う
こ
と
、
②
た
と
え
先
行
の
一
一
点
波
担
保
手
が
な
く
て
も
、
担
保
ド
ロ
的
均
Jυ

待
発
の
m
I
R
、
土
い
即
時
収
得
さ
れ
て
7

し
ま
う
リ
ス
ヶ
が
あ

。ム

v
l｝

yF

）、

怯
引
の
者
剥
段
階
に
お
し
て
、
保
九
・
伐
行
：
続
に
時
間
な
安
す
る
こ
し
y

に
唱
で
り
、
初
保
動
完
げ
か
散
逸
劣
化
、
ν
げかエワ一で

め
る
こ
こ
、
必
勤
崖
謀
渡
犯
し
似
の
ル
ー
ル
は
判
仰
の
ふ
Y

誌
に
よ
っ

保
峰
山
、
二
の
安
元
劣
後
関
係
、
治
判
4

・
受
以
内
I

J

の
ル

バ、

IP J 
4事
、ー

あ
co 

fj: 

に
問
題

指のJ立＇＂＇！な＇ 'tぐ
さ ｛'t
iL 効
て来

十品
O) 

j口

今
刊
の
恥J

産
設
筏
叫
ハ
η
記
杭
庄
の
が
肌
設
は
、

こ
れ
ら
の
杭
皮
小
愉
に
対
凶

γ
る
、
」
こ
を
ヨ
的
ζ

し
に
も
の
で
占
め
る
ハ

と
こ
ろ
や
、
上
誌
の
同
連
円
刀
、
「
ち
、

凶
技
庁
、
の
だ
ん
な
解
？
出
の
た
め
に

H
効
な
方
法
と

L
て
は
、
占
有
改
定
に
対
抗
渋

f
ら

し
て
の

の
効
力
主
石
川
誌
な
い
か
、
対
一
川
県
議
波
ハ
一
ザ
況
に
よ
っ
て
対
抗
岩
井
山
4
2
兵
治
L
U
J
れ
川
、
先
行
の
占
右
改
定
に
よ
る
一
政
波
担

に
優
先
す
る
効
力
を
認
め
る
こ
と
が
考
え
ら
、
れ
、

5
売
買
斗
J

に
よ
る
却
時
取
中
日
を
巧
止
す
る
有
効
な
右
法
と
し
ご
は
、

劫
件
一
議
設
パ
ザ
一
認
に
よ
る
一
欠
小
が
な
さ
れ
て
い
れ
ば
、

思

J
凡
か
れ
調
有
ず
る
戸

τ〈
寸
作
品

J
r
L
4
m
波
日
間
川
均
一
疋
J
ど
該
ロ
メ
け
て
も
、

三
円
八
受
人

九州い
1
M
尖
が
日
め
る
と
し
ホ
以
ず
る
三
と
や
か
考
え
ら
れ
る

一
ω心
開
店
点
に
つ
い
て
は
、
ず
で
に
平
成
烹
年
心
花
田
月
刊
行
法
の
改
L
に

よ
り
、
担
保
健
の
実
行
と
し
て
の
競
売
悶
川
町
の
袋
件
を
緩
和
し
て
、
債
権
者
が
前
刊
行

U
に
口
的
J
W
J
ど
提
出
し
、

p

リ人は、

4
コ
誇
勤
定
一
り
山

有
害
？
？
「
ん
押
え
を
」
水
市
す
る
t
J
人
丹
念
刊
r
m
L
た
と
き
し
と
け
で
な
く
、
ん
し
は
催
者
が
折
田
川
権
心
寸
弁
を
前
ず
る
ず
、
音
寺
ι
桜
山
し
、
執
行
裁
川

一
的
の
許
可
な
得
た
と
き
に
も
拡
大
L
、
そ
の
ふ
川
町
は
、
執
行
r
円
が
秀
作
え
に
あ
た
っ
J
l

三
億
品
川
文
の
住
凶
そ
の
他
ピ
立
ち
人
つ
亡
、
そ
の

U
の
解
決
が
な
さ
れ
て
い
る
c

場
所
や
債
務
者
の
占
有
す
る
杯
出
町
民
索
で
き
る
よ
う
に
、
ν
た
、
と
で
、

斗
成
一
九
年

月
に
公
表
き
れ
行
「
動
産
・
保
持
ー
譲
ι九
に
係
r日
公
一
小
制
え
の
整
備
に
問
F
J
4
0
裟
綱
川
河
試
案

一
以
下
干
珂
試
系
」
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と
い
う
）
は
、
①
心

B
l
山菜、

H
2
系
の
匹
…
青
山
川
併
一
記
さ
れ
る
形
1

ぐ
な
っ
た
）

j
d

ン匂
i

〉二、ノ、

丸ーレ
1
1
y
d一
ふ

u
g

A
I
茶、

A
3バ長、

れ
の
l
安
と
2
実
（
山
系
は
、

司
宇
奈
一
度
2
1
L
ヘj
r
i
也、京
A

一

d

f司

i
F
i
＝一仁〈

j
1
1
「
民
人
が
行
h
h
l

担
判
昨
日
的
心
動
辻
一
議
波
」

ツ
ニ
口
氏
、

Jνμ

ー

i
t
J
7

と
、
＼
：

I
；

一
bphノ
刀
／
F

ヱグ

す
べ
て
の
動
高
指
波
を
な
「
川
り
付
象
と
fJ
る
か

一2
…主計

A
阜
芋
と

B
h仏人

、
1

代
日
記
が
さ
れ
に
担
保
川
門
的
の
勘
定
譲
渡

'" cの
り

は
、
当
該
《
υ
記
炉
、
他
の
旧
刊
保
巨
的
心
動
産
議
仮
出

J

口
有
仏
え
ん
む
に
よ
り
対
抗
女
作
JE筒
え
た
後
に
さ
れ
た
、
も
の
で
も
、
こ
の
動
洋
品
店
波

の
一
ぷ
受
人
に
対
抗
す
ゐ
ご
ー
と
い
巾
’
む
き
る
も
の
と
「
る
」

か
、
校
記
に
先
行
の
！
有
改
定
に
川
河
ず
る
痩
先
効
を
認
め
な
い
hv

（

h
D
山公正一

て
あ
っ
た
。
ん
ル
の
問
中
江
？
？
に
関
し
て
は
、
中
間
試
楽
で
は
、
何
の
提
案
も
な
さ
れ
化
か
っ
た
υ

jη

司
試
案
に
川
刊
1

）て
J

戸
ら
れ
た

ι

意
見
ば
、

回
打
、

i
案
ζ

っ
索
、
と
り
沈
較
で
は
、

A
案
に
川
賞
戎
ず
る
意
見
が
A
4
1
k
に
反
対
す
る
WE－－比およハ
V
H
案
仁
賛
ー
で
よ
hv
ー
意
況
を
上

一lh
〕

つ
Ahf
に
ι
育
成
す
る
い
十
一

L
ノ
が
1
山
梨
に
質
成
一
G
J

る
定
ド
九
を

ι
uつ
に
。

三
ー
コ
、
品
、
一
〉
フ
戸
、

：
1
5
3
1
f
i
J
j
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l
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JiiJ
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zw終
的

に
A
t木
は
決
別
さ
れ
ず
、

B
Z
挙
中
一
応
本
／
）
ず
る
布
川
J
M仔

7
元
女
判
明
か
決
定
さ
れ
ん
f
n

在所徒浪Ifえ告］；~：「ノ till誌と七日間己q＿，寸

そ
の
秤
巾
と
し
て
は
、
小
皆
AHτ

記
悔
先
ル

I
ル
を
一
人
仏
山
川
ヨ
ヲ
る
と
、
引
銀
、
性
議
－
授
の
対
抗
岩
外
の
一
肢
に
俊
劣
乞
つ
け
る
こ
と
に
な
る
が
、

と
刀
こ
と
は
現
行
の
汁
抗
要
件
坪
誌
と
の
峠
が
ん
け
性

mと
れ
な
し
と
し
う
坪
古
川
の
内
理
店
が
丸
る
こ
と
、

ー
ノ
コ
し
己
℃
口
し
1
1

レヂ一トーホ

ー
コ

1
rフ
J

j

I

t

J

れ
ば
、
伐
に
じ
U
J

叫
げ
は
山
ん
に
よ
る
謀
叶
川
村
t
h
U
A
が
設
定
さ
れ
て
い
る
い
と
に
つ
き
志
向
い
心
許
で
為
っ
て
も
、
伝
行
い
司
る
譲
受
人
一
人
川
問
先
j
る

h

と
に
に
る
た
め
、
制
皮
で
採
用
す
る
事
例
が
預
貯
ー
し
か
ね
な
い
、
」
し
一
、
入
山
劫
援
を
誌
は
担
保
と

L
て
取
得
し
よ
弓
と
す
る
者
は
、

攻
キ
で
も
一
議
液
人
山
照
会
ナ
る
な
と
、
光
れ
す
る
占
有
改
定
に
よ
る
一
一
在
校
担
保

MJ4有
寸
る
か
ど
う
か
を
事
川
辺
調
査
誌
訟
し
f
L
7ぶ

←ごり
:J 、
i＇.（そ
もし〉

こ j1~
とを
チ、＂＂
＂~ "" 
c " しノL
:iJ: 1丁
あす

ザ

日匂
り可：：
才も j庄
で 16"
' u 
る5の

じ 7宇
,1, 
"'" tふ
Uま
lei" 
Iサj
') 

))' 

な
り

こ、
U
トH
J

H
同
す
る
一
議
乏
人

れ
ほ
ど
i
ん
き
な
も
の
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ク

制
皮
む
休
日
行

ー
）
同
日

十

山
人
が
動
産

一
勺
談
勘
定
に
つ
き
貨
物
5
挟
出
、
一
院
長
寺
及
均
一
定
入
一
正
券
、

台
日
同
証
券
ソ
へ
は
船
荷
伝
υ
亦
が
れ
ば
さ
れ
と
い
る
も
ハ
り
を

除
く
）
生
一
長
波
7

し
た
場
介
、
そ
の
一
点
液
に
つ
き
助
甘
r
議
政
笠
記
y
十
マ
イ
ル
ド
一
日
限
山
慌
の
弦
記
け
小
さ
れ
た
と
々
は
、

f
の
助
曜
に
つ
い
て
、

民
法
七
八
条
の
コ
ワ
波
〕
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
く
仁
れ
る

一
条
項
）
c

一

主

主
J
寸
寸
力
d
h
川川ャ

一一

M
a
c
；
ιF11

一
譲
渡
の
日
的
ζ

な
る
政
洋
は
、
州
川
町
p

動
廷
で
ー
も
た
台
以
詮

J

：
。
ょ
い
と
さ
れ
る
。
三
の
白
に
闘
し
て
い
保
制
茂
山
川
パ
ん
会
制
ιμ

Jr. 

で
は
、
集
合
岳
民
虚
心
譲
渡
を
登
記
制
度
の
対
象
／
一
し
て
な
況
を
も
っ
て
対
抗
長
件
三
日
る
制
度
z
ザ
早
川
来
し
て
い
た
ハ
ご
の
J
i衣
法
、
一
段

げ
一
譲
渡
泊
一
仏
け
多
く
が
集
合
致
ポ
ム
町
一
対
象
／
ユ
9
る
こ
と
を
踏
ま
え
に
も
の
で
あ
っ
丈
。
し
か
L
な
が
ら
、
乱
リ
記
制
度
心
対
象
を
集
合
一
一
部

区z

こ
と
は
、
¢
主
融
宍
務
で

の
船
人
骨
J
A
ψ
U

司
融
資
な
と
で
、
市
よ
汎
Jh
刈
民
宝
引
け
前
と
す
る
譲
渡
担
保
も
少
な

概
念
は
υ

争
義
的
で
あ
り
、

J
一
法
技
術
、
干
の
要
件
を
川
川
同
定
す
る
こ
し
〈
が
直
慌
で
忘
る
斗
J

心
理

山
内
に
よ
円
、

j
f
r
中
山
ぷ
叩
た
の
段
滑
か
ら
、
羽
別
引
ι作
・
集
合
勤
時
か
一
同
わ
な
い
こ
と
で
侃
宋
仇
さ
れ
マ
い
た

J

か
ら
ず
z
め
る
戸
ご
＼
乞

3 

J
l
h
y
 

c
F自

持品一一政一り

心
目
的
を
限
定
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
①
伊
村
山
円
的
の
動
塗
議
波
に
hkる
と
す
る
も
の
、

'" 

日
的
（
U

動
洋
一
議
ι

伐
の
ほ
か
、

民
主
一
紘
一
吟
九
十
除
外
寸
る
と
い
二
も
の
、

一
前
券
化
等
の
資
金
調

E
R的
JY今
l

む
が
、

一
ゆ
す
べ
と
の
動
産
U

一品

、
は
げ

γ
＼
議
論
さ
れ
た
が
、
札
口
川
、

く
「
る
こ
と
が
翠
ま
し
い
と
、
ぷ
し
、
市
川

J

の
考
え
L
A
、
？
採
用
犬
、
れ
た
ご

波
を
対
象
と
す
一
る
も
の
の

ア
一
止
券
化
の
安
ぉ
一
円
寺
、
と
の
悶
係
で
笠
記
の
対
象
を
広
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の
ム
効
刀

斗
可
い
止
の
と
お
り
、
品
ハ
り
記
に
優
先
日
初
日
ι
認
め
ず
、
い
て
の
効
力
付
制
定
の
引
渡
し
が
あ
っ
た
も
の
と
み
之
さ
れ
る
内
「
ぎ
な
い

し
に
UJ
っ
て

i

J

－
 

同
勤
評
に
つ
い
と
制
法
会
居
岩
波
凡
で
日
が
託
ム
P
L
h
J
と
き
は

ま
L
T
I

勤
定
一
点
花
見
リ
一
一
山

品
位
記
心
先
伏
慌
に
よ
｝
て

と山川
J

波

、丸山
μ
認
が
さ
れ
た
R
E
4
波
し
の
時
の
一
先
伎
に
よ
っ
て
協
定
劣
？
っ
｛
止
ま
る
こ

Lyrな
る
に

）
1

p
引
代
刊
一
人
の
占
有
F
に
あ
る
動
互
の
譲
渡

政
再
一
説
波
な
っ
此
は
、
ロ
4
4

伸
一
一
品
波
の
事
実
を
公
不
「
司
令
に
一
コ
ノ
ぎ
ず
ノ
、
譲
渡
の
十
三
実
性
や
政
ι庁
所
長
持
の
ほ
属
に
つ
い
て
公
証
ず
る
1t
の

で
は
な
い
」
司
〆
か
1
1
け
の
公
ボ
制
古
人

F
Jて
の
賞
記
ワ
ア
イ
ル
に
対
象
動
産
の
譲
受
人
と

L
て
記
録
さ
れ
、
な
ワ
記
事
的
γ
」
仙
川
事
け
が
や
白

「
じ
さ
れ
て
、

そ
の
者
か
り
一
政
官
げ
の
引
波
し
を
請
求
3
れ
れ
ば
、

古
前
九
一
之
人
乙
し
て
改
元
さ
れ
た
者
が
お
に
h
V
J

も
立
（
り
バ

ト
ム
円
肩
代
述
人
が
、

有
者
で
み
る
か
の
よ
「
な
誤
解
を
す
る
お
そ
れ
が
為
る
n

F

こ
で
法
は
、
占
甘
代
立
人
か
蛍
J
h
ト
の
該
A
A
人
か
ら
一
r

妨
げ
の
引
波
請
求
を

在所徒浪Ifえ告］；~：「ノ till誌と七日間己q＿，寸

受
、
に
た
け
三
円
に
は
、
日
法
滞
な
く
本
人
に
対
l
て、

H
F
当
の
鉱
山
叫
J

日
ι
ド
ハ
議
を
述
べ
る
べ
き
己
円
を
刷
出

巾
1
設訂ぷに卓司一一一一

T
わ
る
と
舎
は
、

殿山科
J
V
に
本
人
が
良
一
祝
日
乞
み
べ
な
的
れ
は
、
清
ぷ
に
！
心
じ
て
対
象
動
産
主
引
き
投
せ
ば

一
j

J
f
L
 

た
と
え
子
れ
に
ょ
っ
と
本
人
仏
長
官

日
付
発
刊
し
て
も
そ
の
賠
償
C
責
任
を
負
わ
7d
い
日
」
と
に
し
す
7

～
出
一
条

i
J
I
 

Hど

日
立
佼
記
事
項

刑
判
洋
議
液
の
や
↓
記
事
唱
は
心
勘
定
プ
イ
山
花
心
中
f
事
者
、
必

仙
川
伏
契
約
と
そ
れ
予
付
わ
れ
に
日
付
、
⑦
対
象
勤
逢
ど
ね
｛
疋
す
る
た

め
に
必
川
ヤ
メ
九
也
事
目
、
守
口
体

J

川
町
に
は
法
務
省
令
て
ん
じ
め
ら
れ
る
が
、
〔
ア
一
勧
殺
の
に
↓
称
税
績
に
加
え
亡
、
動
詳
の
刑
式
、
絞
涜
番
号

与
を
で
J
J叫
す
一
ゐ
方
法
L
f

助
主
の
保
特
場
所
の
所
的
地
時
一

d

年
記
談
、
ず
る
ん
ワ
法
と
の
こ
冶
1

類
の

方
法
寸
一
宮
設
円
、
当
山
中
」
一
オ
ー
が
事
ぷ
に
応
じ
て
し
ず
れ
か
を
決
択
で
き
る
よ
3
に
す
る
こ
L
Y

が
子
一
ん
さ
れ
℃
い
る
）
、

仙
川
市
山
主
称
略
結
γ
類
に
加
え
て
、

動
斗
寸
品
ハ
リ
記
の
存
続

（
行
総
期
潤
は
原
則
と
す
ν
て

の
年
内

J

延
長
登
記
は
川
学

J

（
小
銃
記
存
目
、
ふ
W

山ハη
記
年
月
U

（
実
際
に
は
戸
、
れ
円

初
出
刊

条

（臥ノ，it・'?:'ii '..3・1 11) 6,:: [:•00: •. •1.: 
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の
時
刻

も
向
一
よ
さ
れ
る
予
ぷ

で
ι
り
る
こ
1
七
条

見
〆
コ

、
山
抗
行
債
格
譲
波
登
記
境
川
町
一

一
一
条
一
万
川
町
v
u
m
d
季
限
〕
）

誌
記
事
取
心
開
示

登
記
事
取
心
問
不
は
二
段
階
と
凡
な
記
事
項
全
部
に
つ
い
て

の心
wf市
事
場
白
、

利
害
関
係
人
ま
た
は
心
譲
渡
人
心
使
用
人
に
対
し

て
の
ム
ノ
開
示
し

条
頃
）
、
枝
記
同

J

一
頃
の
慨
主
に
つ
い
て
は
何
人
に
け
珂

L
亡
も
阿
一
が
ず
る
も
の
と
、
〆
て
い
る

法

ト十HI
 

明
、
て
登
記
い
で
明
、
概
与
す
ご
印
刷
書
い
は
、
内
（

H
1
ι
E品
目
刷
、
の
三
J
b
円三

吋
思
九J
助
罪
を
刑
判
一
亡
す
る
た
め
に
必
要
な
士
山
下
山
R

J

乞
除
い
た
も
の
が
記
投
手
れ

匂
（
↓
山
一

条

項

コ

筆
記
事
項
ム
十
一
部
仁
つ
い
て
は
い
情
｛
一
心
渋
務
同
の
↓
ノ
戸
イ
ル
に
登
記
1
1
別
途
そ
の
概
要
に
つ
い
て
、
該
ι什
代
人
の
本
市
等
を
管
轄
す
る
去

務
局
げ

岳
民
ぷ
攻
、
投
出
合
日
川
市
」
十
一
心
概
説

y
f
イ
ル
ー
を
備
え
置
い
て
記
録
」
9
る

条
）
。
そ
の
記
録
内
容
は
法
務
省
令
で
定
め
ら

手玉

る
p, (;' 
込二己
み亨ト
で J買
お慨
る安

,,Jl: 
明
書
ν7 
二コ

1~ 
宇
治、

ら

h
V
1
H
同
州
当
お
よ
び
そ
の
日
付
、
A
T
4

な
記
の
存
続
…
切
刊
を
除
、
マ
も
の
が
記

孔
る
が
、

こ
の
点
、
従
来
の
債
権
一
日
波
持
例
渋
に
お
レ
て
は
、

ハ
バ
法
人
ラ
記
簿
等
に

の
山
川
出
鳴
子
〈
戟
申
tmhjhv
記
録
し
て

い
た
が
、
こ
れ
を
は
め
、
一
γ
人
主
一
弘
治
古
に
は
議
は
む
最
下
実
叫
f
j
J
E
記
れJ

せ
ず
、
別
注
紋
要
フ
7
イ
ル
の
制
皮
を
創
出
試
し
c
h
C
ブ
プ
イ

ル
に
級
車
火
事
一
ほ
ど
古
河
川
す
る
と

2
に
し
た
も
の
で
為
る
ハ

,, 
·~ 

•0 

（

U
F
Y
恥
い
う
に
変
更
が
あ
っ
た
場
台
で
也
容
易
J
h
検
索
j
る
ミ
2
0
P
可
胞
に
す
る
た
め

議
波
人
に
つ
い
て
商
号
変

更ド
t
J
の
whH
↓
一
叫
が
あ
っ
た
場
々
に
は
、
メ
の
変
区
内
容
が
動
岸
主
役
μ
ト
つ
な
記
事
項
1

液
製
フ

f
f
ル
二
反
攻
さ
れ
る
、
ン
ス
一
ワ
ム
と
す
る
こ
U

が
ち
ム
一
心
さ
れ
F
L
い
る
い

！＇.~ 

" 
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法
制
審
議
ム
Y

一
て
の
議
論

山
制
審
議
会
動
蛍
債
権
担
保
皆
川
部
会
心
部
会
長
と
｛
二
、
制
度
の
と
り
ま
2
め
を
さ
れ
に
鈴
際
主
教
授
は
、
金
融
山
学
会
の
ン
シ

ぷ
ジ
ウ
ム
1
u
r
u
に
伝
い
亡
、

勤
評
ヰ
一
波
バ
ω
記
制
戊
ピ
期
待
さ
れ
る
機
能
と
V

J

て
は
、
①
隠
れ
た
え
行
設
波
に
よ
っ
て
不
測
の
射
さ
を

絞
る
こ
と
を
回
遊
す
る
こ
と
に
、
一
川
）
佼
「
J

の
攻
日
J

に
ふ
っ
て
権
利
／
一
一
戸
宍
す
る
j
ス
々
を
ほ
川
除
す
る
こ
と
の
こ
つ
が
乏
安
で
あ
る
し
〈

し
た
う
え
、
「
隠
れ
f
光
F

仁
一
副
校
に
劣
後
ず
る
リ
ス
ク
合
排
除
」
7
る
た
め
に
は
、
少
な
く
ζ

も
伊
保
奴
引
に
つ
い
て
占
右
改
定
の
効
り

主人刊｛一弘する
ζ

い

の
ご
す
が
、
こ
れ
は
、
取
に
定
着
L
て
い
る
取
引
慣
行
に
与
え
る
影
草
U
T－
－
へ
き
く
、
支
質
的
に

は
民
法
改
r
i
に
準
ず
る
内
存
の
も
の
に
な
る
と
い
h

こ
と
で
、
王
出
火
な
検
討
対
象
こ
は
大
れ
ま
せ
ん
と
し
ト
ハ
そ
の
結
果
、

l
川
布
改
定

の
刻
い
引
力
中
一
認
パ
m
ケ
人
上
で
、
ご
れ
y

」
引
ザ
誌
の
効
力
2
Jど
い
こ
心
よ
今
日
明
一
係
に

υ
た
せ
る
η
が
王
安
な
検
討
諌
一
必
と
な
り
ま
し
三
口
審
議

在所徒浪Ifえ告］；~：「ノ till誌と七日間己q＿，寸

の
退
紅
白
U
は
、
な
〔
記
に
け
1
て
、
先
行
す
る
口
打
改
ー
よ
り
も
優
先
す
る
効
力
を
付
リ
す
べ
き
で
あ
る
と
の
怠

μ二
二
れ
わ
に
、
ド
工
張
、
さ
れ

ま
し
た
か
、
最
終
的
に
は
、
流
有
の
リ
沃
泣
ヘ
即
や
収
引
慣
行
に
ハ
ー
と
え
る
彫
相
当
に
け
す
る
懸
念
な
ど
か
ら
、
町
一
J

む
の
効
力
を
｛
門
よ
制
改
定
云
に

と
叫
市
川
い
さ
れ
い
こ
い
る
つ

と
同
等
の
も
の
に
と
ど
め
る
も
れ
と
、
さ
れ
ま
し
え

②
の
点
に
つ
い
て
は

鎌
田
孜
恨
の

L

は
山
接
触
れ
ら
れ
て
い
と
い

一
れ
に
関
L
て
は
、
れ
月
三
尽
に
優
先
効
を
認
め
よ
う
と
す

る
見
解
か
ら
、
比
悦
行
の
恒
ω
昨
日
的
の
せ
肌
市
一
凡
人
ι

よ
る
古
可
、
取
得
が
成
ょ
う
じ
な
い
」
と
を
問
主
化
j
べ
き
2
の
日
比
が
山
主
れ
こ
下
で
つ
だ

が
、
中
間
試
案
は
こ
れ
ぞ
取
れ
上
げ
h
h
い
こ
T

／～と

L
f
）
担
似
円
的
の
せ
机
市
（
ア
人
に
つ
い
て
税
五
二
十
手
雪
山
山
抗
日
付
が
間
出
に
な
る
い
司
直

一
U

一
人
が
動
な
の
羽
突
の
占
有
吉
玖
叫
す
一
る
場
直
）
ば
、
五
際
上
、
狭
い
も
の
で
L
か
な
い
上
、
れ
に
反
た
す
笠
か
な
く
と
ー
主
主
回
「
以
如
何

の
成
1
V
が
妨
げ
ら
れ
る
と
ち
え
ら
れ
、

間
文
規
ど
を
も
っ
て
一
律
に
菩
芝
山
県
明
日
主
排
除
す
る
一
一
と
は
、

、
一
；
：
、

カ
え
〆
一
て

例
別
事
交
い
お
い

て
か
当
伝
情
精
を
も
た
ら
し
仰
げ
る
こ
U

q

謹
ι斗
か
ら
、
ぺ
γ
判
試
去
の
設
問
出
で
こ
の
土
石
川
光
は
採
用
、
JAじ
れ
な
か
っ

f( 
ts 
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後
行
む
真
正
売
買
パ
刊
J

為
J
J

た
場
合
は
、
先
ノ
れ
す
る
忙
也
九
日
的
議
伐
の
り
一
廷
は
、
事
実
ょ
の
均
果
と
し
て
も
、
イ
弘
行
の
山
口
王
に
上
る
コ
忠
弘

取
得
JY
妨
げ
る
、
ど
」
M
J
で
き
な
い
と
説
明
さ
れ
、
貞
売
買
の
汽
、
五
♂
苛
「
一
斗
U
調
査
義
務
士
山
口
わ
ん
仇
い
、
れ
の
1
／
考
え
る
べ
き
坦
止
と
し

て
、
め
な
一
記
心
存
在
F

千
も
「
て
引
所
、
u
h
Hワ
ギ
に
よ
る
菩
意
取
得
を
制
限
す
る
こ
1
／
は
、

動
産
取

E
C，t
λ
i竹
中
心
［
p

レ、

流
通
の
阻
ぢ

要
因
乙
zぐ
る
お
ク
ア
札
、
引
ず
あ
る
こ
と
、
お
現
行
法
制
1
3
0
、
曲
以
実
用
助
単
民
主
一
怯
の
円
一
H

記
は
y

「↓λ
同
県
一
え
い
日
動
丙
の
菩
玄
以
得
今
、
妨
れ
な

い
も
の
と
さ
れ

（
農
一
え
助
r
f
h
Eぃ法

Jリ1
、）

一
日
制
批
山
一
－
棒
の
効
力
kg
及
ぶ
供
L
庁
物
件
に
つ
い
て
も
、
戸
h

れ
は
へ

グぇj

Jベ

取
得
を
妨
げ
江
い

4
q
h／
、

工、

①
日
以
エ
が
充
、
い
に
品
川
し
で
存
記
事
的
〆
一
品
川
主
の
交

ぐ
か
前
側
札
乙

い
る
こ
乙
（
T
l
場
対
当
法
五
品
、

必
い
ず
し
も
存
易
で
な
い
か
口
、
＃
二
？
に
詳
記
の
川
州
立
を
開
明
日
ず
る
と
と
に
は
慎
吊
に
な
ら
ざ
る
を
M
M
K
い
こ

r

h
r
そ
の
法
山
こ
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
n

引
い
を
ぶ
め
る
こ

t
は、

森
同
校
制
伐
に
よ
る
問
題
治
f
p州

創
設
さ
れ
た
功
一
監
譲
渡
笠
託
制
度
に
内
包
は
な
い
の
か
c

こ
れ
に
コ
い
ヨ
て
、

お
な
じ
シ
〆
ポ
ジ
ウ
ム
川
刊
誌
に
お
い
て
、
森
岡

1t析
h

教

ー
）
「
集
ん
T
物

cm問
題
占

間
出
引
を

（2
）
勤
定
譲
渡
秀
一

ι制
度
山
い
の
阿
川
辺
ト
リ
、

（、
J

〕
「
げ
点
本
C
田川口川千
v
h

八ん
VU
川ザ－
1

詳
細
に
指
梢
さ
れ
て
い
る

み
よ
り
要
旨
は
以

F
心
、
と
お
り
で
あ
る

へ
i
）
「
呆
合
物
」

心
問
題
点

集
ん
μ
勘
定
に
つ
い
て
は
、
従
京
の
判
例
・
渦
説
は
、
集
合
物
」
概
念
日
ι
媒
介
と
し
て
譲
渡
お
よ
ひ
第
一
者
お
よ
机
巣
作
、
り
具
怖
が
説

閉
さ
れ
て
き
た
し
こ
の
｛
d

に
悶
「
る
霊
安
門
J

刊
で
あ
る
最
判

mAハ
－
一

一U
R
L
P八
四
径
八
号
A
h
d一
六
白
只
へ
以

f
「
阿
和
六

一
一
午
判
渋
と
い
、
三
、
？
と
司
令
法
的
構
成
は
、
「
一
応
波
初
保
の
存
体
（
戸
下
型
は
、

fll1 
C〕

京
市
ム
ロ
初
日
で
あ
り
、
間
々
の
動
斥
は

集
合
物
」

の
情
r
A
L引
斤
に
ナ
ノ
戸
元
い
」
こ
と
を
が
提
乙
ず
る
。
て

L
て
判
例
は
、
将
来
ム
円
高
を
取
待
f
る
助
法
に
つ
い
て
も
、
？
百
四
度
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柘
し
叫
一
格
設
R

止
の
時
点
て
対
抗
要
件
ど
取
得
し
1
7
6
0
心
と
す
る
効
用
木
ピ

dr一
心
す
た
め
、

長
ム
門
物

の
U
U

有
改
む
と
い
う
口

γ
ソ
ケ
一
を

伎
巾
す
る
J
r
h
h
わ
ち
、
①
伝
統
告
が

1

七
集
へ
U

均
心
構
成
離
分
と
し
て
攻
に
存
住
「
る
動
産
の
J
有
J
V
取
得
し
ヒ
場
台
に
は
、

債
権
苦
は
、
「
当
該
集
合
物
を
は
的
と
す
る
議
波
担
保
権
」
に
つ
き
U

叫
ん
札
要
件
や

L
H依
レ
ヒ
も
の
と
み
な
し
、

こ
の
い
P
4
7

札
民
件
共

怖
の
効
ル
は
、
そ
の
州
民
情
成
部
分
が
変
動
し
た
こ
、
二
L
J
U
、
集
合
羽
1
／「

J

て
の
閃

院
が
旧
制
人
々
し
お
れ
な
い
限
り
、

利
子
一
に
そ
の
構
成
部

分
と
な
っ
た
動
岩
J
E
h

と
J

］
「
る
長
介
初
い
つ
い
て
誌
ぶ
も
の
に
解
す
べ
き
で
あ
る
子
J

て
い
る
、

t

か
1

1

1
集
合
物
」
は
そ
れ
を
情
必
ず
る
側
々
の
勤
時
を
離
れ
た
村
象
的
・
献
金
約
な
存
在
に
過
ぎ
ず
、
こ
の
γ
て
つ
な

1
集
合
物
」

に
つ
い
て
、
物
攻
的
な
支
配
を
行
っ
こ
ζ

を
認
め
る
こ
乙
は
、
あ
る
一
悼
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
に
逃
ぎ
な
い
」

つ
い
て
校
記
制
度
が
寺
入
さ
れ
る
、
｝
乙
に
な
れ
ば
、

ー
リ
前
物
の
物
刈
的
ム
叫
し
人
配
kv
－

こ
の
，
川
叫
に
か
＋
川
、
子
わ
っ
て
、

均一孔コ〕み」品、

そ一
3
l

前
山
花
、
／
一
し
立
い
か
ら
、
将
来
成
ん
h
r
Jる
致
産
心
山
百
改
定
力
効
力
常
生
時
H
b
y
、

集
合
物
」
概
念
を
撲
が
J

乙
し
で
譲
渡
契
約
時
に
ま

る
と
い
う
一
尻
存
化

ハ
ノ
フ
ぷ
ラ
シ
ヰ
ン
を
羽
い
る
必
中
氏
は
4Jは
ゃ
な
く
な
っ
た
η

在所徒浪Ifえ告］；~：「ノ till誌と七日間己q＿，寸

さ
ら
に
そ
の
、
」
と
に
よ
っ
♂

の
白
川
間
取
得
、
ζ

パ
ヲ
レ
ル
に
、
一
バ
吋
米
取
得
品
川
凶
作
む
対
抗
安
件
守
、
担
保
契
約
時
に
共
協
す

る
J
い
う
沃
律
晴
氏
が
川
能
し
し
九
そ

2

え
と
い
、
ズ
る

F

に
も
か
l
m
l

わ
ら
ず
、
州
、
守
示
の
け
れ

4

象
と
な
る
の
は
、
－
一
個
の
集
合
物

象
、
ょ
す
る
純
利
持
拡
で
あ
り
、
将
来
取
符
す
る
ぺ
訓
話
M
M
P

一パハ
Y

仏
米
合
致
応
に
つ
い
と
古
書
店
波
登
記
が
詰
め
ら
れ
る
mv
は、

洞
V; 

業九
U

物
と
百
え
ゐ
場
ム
円
の
み
Jt
、
ふ
る
、
と
い
う
た
思
考
げ
か
知
円
覚
的
に
採
ら
れ
ゐ
と
寸
れ
ば
、
動
産
品
ハ
y
心
制
憶
の
一
運
引
に
不
当
な
削

約
h
r
」
加
え
て
し
ゴ
ニ
ー
こ
と
に
な
る
つ

似
に
「
ゐ
伺
の
集
ム
円
物
が
な
記
対
訟
と
な
る
γ
と
考
え
る
と
、
集
合
物
が
同
性
ん
パ
一
保
コ
て
存
続
す
る
こ

t
が
賞
記
存
続
の
公
作
、
し
〈

な
る
c

そ
う
だ
》
す
る
と
、
よ
行
庄
吾
心
安
動
け
と
為
、
に
ふ
何
ん
け
や
、
完
「
斗
ゴ
ド
よ
ハ
て
途
市
じ
布
庫
、
炉
ゼ
ロ
と
な
っ
た
場
企
に
は
、
も
は

や

司

性
J
V
1

れ
川
勺
千
人
集

λ

品
物
と
は
い
え
ヨ
い
か
ら
、
町
村
記
は
ね
幼
と
な
る
は
ず
と
あ
る
。
ー
た
が
っ
て
、
防
援
譲
ιえ
丘
記
判
別
立
に
お
い

（臥ノ，it・'?:'ii '..3・1 15! Q:iy [:•00: •. •1.: 



ていい、

Z中
市
／

J

物
一
…
悦
念
を
、
制
判
官
と
す
る
一
と
は
、
魁
訴
で
お
る
だ
行
で
な
く
、
む
［
ろ
ム
何
ι
l
n

で
為
る

2
）
制
反
心
問
題
点

(l) 

山
時
取
山
川
（
U
可
否
第
一
告
の
過
失
心
判
断

助
汁
f

一
政
波
登
記
を
調
査
せ
ず
に
一
点
液
な
パ
ペ
け
ヲ
℃
」
が
過
失
と
討
制
さ
れ
て
即
時
取
得
け
小
内
定
さ
れ
る
か
〉
三
ー
か
は
、
法
作
は
は
4
一

て
お
ら
ず
、
こ
の
上
ハ
d

の
解
釈
は
今
絞
の
以
コ
H
U

上
の
慣
行
や
判
例
の
集
殺
に
妥
ね
ら
れ
て
い
る
、
そ
の
玄
味
で
「
あ
な
た
ま
し
m’せ」

の
す
一
↓
ピ
ど
め
る

〔2)

一
行
訴
波
臼
保
に
対
ず
る
劣
後
の
間
辺

り

mbZ仰
に
よ
る
公
小
制
度
け
い
創
設
汽
九
l
k
に
も
か
か
わ
ら
ず

み
リ
お
を
1

」
た
者
h
r

そ
れ
に

L
行
す
る
公
正
引
を
欠
い
七

γわ
ゆ
る
一
隠
れ
丈
担
保
権
」
に
劣
後
す
る
と
ジ
つ
不
当
な
結
論
を
治
存
ず
る
も
り
て
あ
る
。

？
山
布
改
定
と
岱
記
の
二
重
ヰ
ん
ら
同
種

債
務
者
が
判
川
品
一
μ
胞
の
口
制
作
）
終
続
す
る
形
で
、

議
日
成
担
保
リ
礁
を
設
定
し
た
川
荷
台
に
は
、
門
右
改
定
ι
1
h
h
uり
心
状
…
に
対
抗
安
汁
を
共

川
市
ず
る
こ
と
に
な
る
υ

ぷ
う
す
る
と

さ
ら
に
重
ね
て
宗
一
一
山
を
す
る
こ
と
に
は
zい
的
な
色
町
怖
が
あ
る
の
か
と
い
う
疑
問
川
、
川
M

生

じ

る

か

か
る
A

片
付
記
に
同
れ
ん
H
C
効
果
と
し
こ
期

C
L得
る
心
ば
、

お
い
札
刀
の
刊
号
で
は
な
く
、

設
一
］
J

J

哨？へ人

7
I
T
U
－

4
 

譲
渡
相
似
品
惟
心
不
仔
ノ
一
を

知
っ
し
め
る
こ
J
山
ょ
う
亡
、
円
ご
の
即
時
収
作
を
臥
止
す
る
機
砲
で
ば
ん
百
い
か

2
考
え
る
こ
と
も
て
き
る
〈
す
な
わ
ち
、
と
こ
で
心
役

「
じ
亡
Lーホ

r
n
1
1
j
i
 

同
家
が
運
ち
す
る

公
設
ネ
i
ム
プ
レ
ー
ト
し

と
し
て
の
絞
能
ぷ
籾
汚
宍
れ
る
と
い
う

せ
い
引
い
り
J

の
託
院
の
も
の
に
同
一

ぜ
工
な
い
I4
い
、
九
ム
な
い
か
d

助
汁
f

一
政
波
心
叫
ワ
マ
イ
に
よ
3

て
一
刈
抗
安
件
主
け
（
備
ト
リ
司
令
、
と
い
っ
て
も
、

法
律
l
は
一
山
夕
、
ー
で
も
1
J
P
布
改
定
乙
校
記
は
別
物
で
、
前
者
が

後
請
に
述
品
的
に

U
P
F
す
る
と
い
う
関
係
に
あ
る
ハ
，
て
う
す
る
と
、
ー
競
合

F
る
譲
渡
村
保
絡
の
湾
先
劣
後
子
問
一
世
と
な
う
た
ぬ
ム
円
に
は
、
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刊
誌
一
氏
む
先
後
で
は
な
く
、

引
払
当
社
世
ハ
に
よ
る
口
訂
氏
l
u
r
L
先
日
後
に
上
V
一
ず
し
優
お
が
決
サ
ら
れ
る
こ
と
に
な

η
、

立川正
F
K
V
い
的
ば
吉
um
ピ

付
f

J

す
る
絞
伝
は
、

ほ
と
ん
ど
な
い

J

5
ら
片
山
、
動
産
譲
渡
校
記
心
十
行
紙
期
間
は
、
原
則
と
い
て
一
f

じ
ー
と
也
、
え
る
古
」
？
や
で
き
hu
い
も
の
と
手
れ
る
υ

ぞ
う
す
る
と
、

一い介
i

ぶ
し
し
の
只
期
ピ
わ
z
l
h
3

て
継
続
的
に
な
さ
れ
る
初
旬
吋
の
拘
保
と
し
亡
、
集
合
引
別
件
一
誠
一
校
担
保
が
設
定
叉
れ
、
登
記
kd
な
さ
れ
て
か

ら
一
の
年
な
が
渦

J

た
場
合
に
は

更
新

J

な
け
れ
は
奇
記
に
よ
る
対
抗
史
件
の
効
力
は
な
く
な
る
の

い
初
心
時
l
］

4

に
お
い

C
集

合
物
に
つ
い
て
占
拾
い
改
定
に
よ
り
対
抗
吹
析
を

R
備
1

）
た
己
主
張
す
れ
は
、
付
先
戸
物
の
同
一
件
付
l
v

山
相
な
わ
れ
な
い
限
り
、

「〉
J

寸
を
超

え
て
I
引
有
町
、
山
止
の
汁
抗
力
は
－
V
M枕
す
る
ζ

い
う
い
一
と
に
な
令
。

日
品
開
一
議
波
刊
記
の
存
続
規
制
幻
t

～
め
と
い
う
の
は
、

上
川
有
改
定
な
半
張
ム
す
れ
ば
、
実
質
的
に
怠
味
を
宍
hn
こ
こ
に
な
る
u

3
J
将
来
け
民
主

在所徒浪Ifえ告］；~：「ノ till誌と七日間己q＿，寸

制
度
出
設
に
ょ
っ
と
口
有
改
定
と
を
認
と
レ
う
一
つ
の
対
抗
裏
付
が
重
絞
ず
る
こ
と
に
よ
る
不
都
合
士
川
削
除
一
す
る
た
山
り
に
は
、
遠
山
叫

な
川
町
板
前
仏
よ
っ
て
そ
の
小
川
市
全
憎
う
必
要
が
あ
る
c

下川中山口
Lqdや
硫
動
化
川
内
に
よ
る
誌
没
二
つ
ρ
て
之
、

r
h
有
げ
は
定
む
方
法
に
よ
る
汁
抗
必
件
れ
い
り
具
、
情
合
、
U

－

去
の
方
向
と
し
て
は
、

来
よ
い
ノ
！
も
厳
格
L
解
釈
す
る
ご
と
が

76え
ら
れ
る
v

p

h

と
え
か
は
、

l
h改
定
が
勺
事
主
同
の
つ
昔
日
に
1
y
F
L

主
り
、
総
務
日
川
L
相
続
醤
に

代
わ
っ
て
ー
令
保
ν
辺
し
て
い
る
こ
と
が
列
形
的
同
判
別
可
能
な
場
合
て
伝
け
れ
ば
、

よ
有
改
定
に
第
二
者
い
江
仏
製
件
と
し
て
の
効
々
を

認
め
な
い
と
か
、

あ
る
い
は
、

前
払
岩
所
h

岩
川
に
よ
る
占
有
改
定
の
効
み
な
訟
め
h
b
い
と
い
っ
ヒ
解
釈
命
日
F
4
1
J

え
ら
れ
る
c

盟
会
酬
的
ケ
乞
矛
盾
を
は
ら
ん
だ

メピ、り同円、

四
の
失
介
物
」
と
い
う
が
釈
論
は
い
民
業
寸
る
か
、
似
い
残
ト
ゆ
と
、
〆
て
も
、
集
ム
円
物
の

同
一
性
心
友
件
を
厳
絡
に
解
す
る
と
い
う
方
向
も
考
え
つ
れ
る

r

」
の
よ
う
な
筑
叩
円
前
に
よ
る
対
叫
に
は

い
ず
れ
も
い
漣
が
あ
る
」
こ
も
百
氾
で
き
ず

七、

ム
マ
バ
刊
の
げ
ト
仏
の
窓
会
刊
は

（臥ノ，：t・I:,:: :.2・1 in 0日I[:•00::. • 1.: 
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た
え
ず
、
訓
制
圧
し
議
筏
の
宍
記
を
可
能
に

L
と、

い
わ
ば
一
最
初
の
一
広
ー
ピ
踏
み
出
し
三
に
と
ど
ま
る
2
い
コ
て
も
よ
い
コ

年
絞
り
展
開
に
工
〉
て
は

士す

斗

問
題
占

ぷ：
丘誌
γ交

わν

メさ、

凶
' c久

見

ピコ
才L
Jγ 

抜
／千

抗力
I; 

~思
えp

"" 

いト
2

っ
て
川
川
る
必
製
作
い
が
生
v
Z
匂
か
も
し
れ
立
し

以
ー
が
ふ
れ
司
教
授
の
問
題
祐
一
怖
の
安
去
さ
あ
勺
し

四

問
題
指
摘
に
一

2
1
9一
計
的

上
記
の
森
司
教
授
に
L
る
問
浅
い
お
抗
を
と
の
L
う
に
許
侃
ず
r引
か
は
、
難
し
い
間
一
司
で
あ
る

J

お
仲
制
さ
れ
る
阿
川

J3…
ご
と
片
山
検
討
す

’；；； 

併
の
長
八
U

動
産
」
概
念
心
不
定
に
つ
い
ν｛

山
間
誠
一
教
授
は
、
〈
す
川
附
法
”
γ会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
心
的
戸
別
に
ま
と
吟
ら
れ
心
人
報
針
弁
に
お
レ
て
、

M
M九州
T

ハ

年
判
決
を
ζ

う
解
釈
す

べ
き
か
ル
つ
い
て

集
合
物
を
J

の
た
か
も

日
一
の
も
の
し
し
し
て
、
実
在
す
る
も
の
の
よ
う
に
泣
併
す
る
こ
と
と
、
集
ヘ
U

物
、
こ
は
、

J
J

来
れ
い
り
物
に
つ
い
4

む
子
め
C
一
議
設
戸
川
ん
と
そ
の
い
F
L
汎
山
吉
川
十
具
、
常
古
川
能
と
す
る
た
め
心
民
的
構
成
に
斗
舎
な
い
と
ナ
る
三
と
と
、

り
づ
一
呈
平
戸
l
主
で
あ
る
よ
う
こ

R
わ
れ
る

ν

孫子

し

d

R

7

J

f

h

t

j

J

f

〔

心
坤
健
一
が
本
判
決
心
斗
句
、
ぇ
h
に
則
し
た
も
の
と
考
え
る
炉
、

第
二
の
坪
川

γu、
前

さ
れ
る
の
で
は
な
い
か

「
川
弟
子
の
別
幌
町

τネ
J
h、
十
八
十
同
一
七
六
条
山
し
に
が
っ
て
心
譲
渡
さ
れ
、
同

八
一
久
市
に
し
ー
た
叫
υ

つ一

今

J

、

T
P

一、
L

て
よ
パ
有
設
定
が
行
わ
れ
る
こ
と
ゼ
、

同
一
七
八
条
の
引
は
と
な
り
、
第
一
七
い
れ
＼
山
一
仏
製
刊
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
は
、

現
実

ω吻

で
あ
っ
て
、
集
台
幼
で
な
い
と
ζ

にん
d

る
）
り
て
べ

rる
ζ

、
ぷ
投
入
は
、
現
に
占
品
市
〆
て
い
る
物
ピ
、
現
在
の
ト
1
右
huス
だ
い
正
つ
F
L
Iり

校
、
〆
を
す
る
こ
》
が
で
き
る
に
け
で
な
く
、

羽
に
占
主
μ

て
い
な
し
初

（

h
H
時
一
者
が
ム
寸
鳴
し
て
し
る
均
、

ま
た
は
、

ま
三
そ
の
日
時
p］

d

で

は
存
在
し
仕
い
物
〕
生
、
現
慌
の
山
台
改
定
を
す
る
こ
；
、
が
む
き
る
か
が
聞
記
了
な
る
。
第
二
の
浅
川

f
Tり
っ
と
、
ヤ
一
の
も
℃
つ
句
読
波

t以ノdi、f) 'iei '3"1 18) 5日ワ：：：oo,.11 
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人
、
川
、
お
に
い
J

叫
し
て
は
い
物
で
お
っ
v
k

も
、
山
手
片
山
C

－
h
l
引
改
定
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
に
州
市
る

ν

指
名
結
権
の
議
誌
に
肢
じ
日

b
l
a

、
よ
γ

ずれA
V
1
J

市
長
ト
ス
？
っ
け
戸
」
y
u
、

J
H
4
1
／
レ
チ

r
V
1
1
v
し

現
住
の
確
定
i
付
め
る
一
出
需
に
よ
る
通
知
・
本
中
泊

日
比
同
四
六
じ
条
）
と
、
債
権
一
議
波
登
記
の
い
ず

れ
も
可
能
で
あ
る
と
戸

J

幌
町
主
れ
て
い
る

U

こ
の
こ
と
を
動
産
二
7
Eの
て
は
め
て
き
、
え
る
一
、

2
が
で
き
る
た
、
り
ば
、
本
判
決
に
つ
い
C
の

第
一
の
理
解
に

こ
の
誌
波
に
つ
い
て
の
帆
均
一
芸
対
抗
史

ミ
と
と
な
る

r

ま
た
、
議
浪
人
が
現
に
ム
寸
鳴
し
て
し
白
い

件
を
具
’
U

門
ず
る
乙
と
い
川
ず
で
き
る
と
す
る
か
陀
に
、
辰
之

J

主
安
人
々
i
一
一
は
、
そ
の
お
む
を
可
能
に
寸
る
た
め
の
杓
椋
日
ん
人
約
の
汁

て
い
る
こ
こ
で
あ
る
。
本
判
此
が
、
集
合
物
の
特
去
を
強
調
ず

J

る
の
は
、
栄
作
物
で
な
く
て
も
認
渡
人
が
況
に
占
有
し
て
い
な
い
物
に

も
、
之
の
ま
ま
妥
r
T
J
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る

y

こ
さ
れ
て
い

新
法
が
に
v
t伝
一
老
長
特
析
べ
試
合
改
正
一
o
J
Q
形
で
zυ
法
し
に
ニ
マ
／
〕
？
弘
、
、
）
の
よ
う
な
解
釈
に
剥
し
む
、
」
ζ
ι

な
る
ば
、
ろ
う
n

t
J
 

将
来
的
に
は
森
山
教
授
の
よ
う
な
考
え
万
が
、
i

山J
V
－
占
め
る
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
な
い

U

在所徒浪Ifえ告］；~：「ノ till誌と七日間己q＿，寸

2
）
刈
時
取
山
J

の
成
主
に
つ
レ
て

前
一
山
地
の
と
お
打
、

法
判
苓
設
会
に
お
行
る
議
八
酬
の
中
で
は
、
後
、
れ
の
担
保
日
間
心
州
市
受
人
に
は
却
時
取
得
ぞ
比

υ一
し
な
い
回
日
の
町
丈

規
定
を
設
行
る
う
き
た
と
れ
い
り
吉
見
が
め
つ
「
J
J
J

、
」
心
計
心
地
は
巾
間
試
案
に
は
此
mη
刊
ぬ
ま
れ
日
目
っ
一
ー
で
み

i

川
教
授
は
Z
C
点
に
つ
い

て
、
他
む
債
格
者
が
一
議
伐
組
保
佐
川
ど
設
定
す
る
ぬ
〈
」
G
m
v
か、

対

h
～！

r

、A

tfν
一ム
μ

に
よ
っ
て
即
時
取
付
の
司
百

通
ψ

吊
の
士
γ
んは貝

いU
川
穴
ど
っ

f
L
L
V
る
℃
ざ
」
だ
と
さ
れ

し
か
る
に
い
一
抗
体
に
ベ
な
一
叫
に
よ
っ
て
優
劣
わ
〈
決
す
べ
き
場
台
と

K
M
「
正
に
上
っ
て
侵

劣
？
と
決
す
べ
き
で
広
い
場
合
と
を
ド
別
す
る
千
舟
り
つ
ま
り
、
滴
値
判
断
の

H
4

は

切
k
J
、
ズ
ら
れ
て

の
J

法
で
あ
る
と
み
ιか
さ
れ
る
c

ハk
h
J

、
J

7

J

R

L

L
；／

L

L
一

あ
な
た
ま
か
砕

こ
れ
に
討
、
い
て
、
鎌
川
日
及
川
校
は
質
疑
ー
い
弘
刊
の
場
で
蕊
目
、
吾
ん
は
、
利
、
〕
い
提
案
目
あ
な
1
7

～
伴
小
心
制
度
九
だ
と
お
っ
V

J

わ
い
士
、
い
た

ト
、
中
円
京
人
］
こ

y
y
i
i
i
l
 

生
、
夜
怪
的
に
「
は
も
え
ば
そ
の
は
吻
そ
の
場
で
地
切
な
焔
釈
が
で
き
る
柔
和
な
仕
組
み
仕
わ
日
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で
、
例
え
ば
、

流
ペ
川
一
来
三
汁
効
〆
汁
C
一議中一山

ιhデ
ど
収
ろ
う
と
す
る
事
業
者
が
阿
佐
の
取
引
の
有
無
に
つ
い
マ
即
日
J

記
や
見
て
調
べ
ほ
か
っ
た

り
、
こ
わ
い
は
明
ら
か
に
過
失
？
？
為
る
し

と
が
で
き
る
わ
け
で
す
ね
し
し

V
し
、
日
主
的
な
出
？
？
い
の
中
て
、
個
別
動
＃

波
を
す
る
と
き
に
校
記
を
見
な
か
っ
勺
か
ら
一
過
失
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
そ
ニ
ノ

ν

ゃ

な

い

そ
λ

い

は
、
許
可
、
取
得
の
遮
断

坊
に
つ
い
て
は
、

f
れ
ぞ
れ
の
場
百
場
面
三
判
断
「
え
き
で
あ
り
、
そ
れ
出
品
女
川
で
あ
や
こ
一
U

う
こ
と
よ
で
き
ま
↑
」
！
と
反
抗
さ
れ
て

', 、

杓

F
ん
却
引
な
解
釈
論
J

乞
展
開
せ
ず

の
正
当
一
刊
と
解
釈
技
術
い
お
け
る
目
前
的
指
確
け
を
戸
一
わ

JrLり
ま
で
舟
人
さ
詰
め
ら
れ

忽
品
川
教
伐
の
占
ハ
パ
甘
口
昨
日
v

現
れ
た
栄
一
J
1

一
い
え
よ
う

即
時
取
得
を
d
作
的
に
排
除
し
て
3

〆
十
で
つ
場
却
に
乞
設
け
ム
ゴ
ご
し
は
、
取
引
の
友
人
で
一
v
r
h辛
口
さ
れ
る
弊
宍
も
あ
h
う
る
の
に
ん
I

刊
の
d

法
に
お
い
と
川
文
J
V
と
設
け
ず
解
釈
に
午i
ヶ
る
こ
乙
に
し
に
の
は
、
賢
川
明
、
日
選
択
セ
あ
っ
た
よ
ュ
に
忠
え
る
u

今
後
J

巾
一
件
議
投
な
記
出
炭

が
、
口
町
呼
譲
渡
の
汁
抗
民
κい
い
と
し
て
主
治
的
に
判
別
々
パ
切
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
対
象
一
回
首
げ
に
ぶ
ぺ
て
は
、
ψ

人
い
〈
え
品
犯
行
の
一
乙
凡
波
小
豆
一
千

J

て
も
、
岱
記
主
事
九
H
し
は
か
っ
た
こ
と
に
送
牛
九
日
コ
む
る
と
認
定
で
害
る
場
九
は
か
芯
必
ら
れ
司
令
よ
う
に
も
は
る
で
あ
ろ
う
－

巾
閉
山
試
案
の
補
足
説
明
で
も
併
説
、
戸
、
れ
て
い
る
よ
う
に
、
／
何
発
心
担
保
N
H
約
一
♂
戒
に
よ
る
却
月
以
行
の
場
面
が
あ
る
の
か
と
唱
え
ば
、

一
謀
説
正
保
は
通
常
口
有
氏
～
む
の
方
訟
で
取
得
さ
れ
る
の
で
、

の
譲
渡
狂
気
取
引
何
時
に
則
時
取
得
が
山
市
古
「
な
る
と
と
は
一
は
と
ん
ど

な
ノ
＼
そ
の
後
mv
実
打
段
者
で
現
実
ハ
v

l
ム
制
移
牡
が
行
わ
れ
た

η
、
処
分
治
骨
川
h
式
の
場
合
は
第
一
語
に
処
分
犬
、
ふ
工
一
時
に
初
め
こ
削

時
取
ね
が
問
題
「
な
る
は
ず
で
為
る
に
そ
つ
す
る
と
、
伊
川
保
取
ね
時
一
に
譲
受
人
に
泊
中
べ
が
認
め
つ
れ
る
と
し
て
も
、
そ
の
尚
一
尖
判
断
げ
hd

ふ
の
絞
り
実
行
段
階
7
、（
U
即
時
間
引
糾
心
成
否
に
影
響
わ
及
ぼ
す
の
か
と
う
か
の
問
題
か
別
途
水
市
中
「
る
こ
と
に
な
ろ
う
r

3
）
村
川
宍
の
夜
間
一
一

オ
村
山
川
教
M
U
M

は
、
占
有
改
定
、
己
資
記
と
の
つ
の
汁
抗
受
件
が
五
匹
以
ず
る
一
」
と
の
不
ぶ
ん
は
十
一
回
避

F
る
た
め
い
は
、
心
吋
有
改
定
い
ぷ
る

対
抗
安
f
H
H備
を
絞
格
に
筑
釈
ず
る
方
向
日
ず
考
え
り
れ
る
ご
仁
、
謹
端
的
に
も
矛
慌
を
は
っ
ん
ど
一
個
の
け
一
え
れ
物
」

のムり古昨日火作一
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い
ヰ
解
釈
識
を
以
棄
ド
ヲ
る
か
、

ι
阜
市
人
川
物
の
同
一
性
心
ι

山
岩
什
か
れ
絞
杭
併
に
尚
一
ず
る
こ
l
L
b
7
H
紅
ぶ
仇
さ
れ
る

J

鎌
出
教
授
は
質
疑
f

い
衿
の
場
で
、

坦
想
的
に
は
、
夜
間
さ
ん
の
お
っ
し
ゃ
｝
七
ょ
う
」
、
ス
包
η
J
J
B
占
有
改
定
内
対
L

札
力
中
」
認
め

な
い
と
い
う
判
断
が
あ
り
判
る
。
丈
埋
か
ら
一
三
円
っ
て
も
、
足
以

七
八
条
は

官

f
J
波」

と
堤
｛
む
し
I
い
て
、

一一、一、ノャ
h
F
b
A
川、

1
c
l
v
J
B
j
k
 

民
法
は

八
一
条
項
を
見
れ
ば
明
ら
か
な
；
ろ
に
、
現

F

ょ
の
引
様
、

J

の
意
味
に
）
か
使
っ
て
伝
い
ん
で
、

羽
交
の

七
八
条
は

歪
い
て
い
る
人
だ
と
口
う
こ
と
が
司
能
で
十
c

百
本
民
法
の
ほ
作
一
い

J

よ
め
る
ァ
ラ
〆
ス
対
決
仇
〈
J
U

、
現
い
た
の
1

p
引
の
以

制
げ
を
勤
今
時

L

車
一
議
波
に
お
付
る
箆
劣
決
｛
記
長
準
に
し
て
い
る

rげ
さ
」
ヲ
か
ら
、
占
e
十
改
乏
は
い
つ
で
1
d
一
対
抗
娯
件
く
し
て
お
効
て
あ
打
、

（
行
時
）
こ
く
に
占
有
移
転
の
合
去
を
L
て
な
く
た
っ
し
川
い
有
改
定
あ
り
ー
お
山
心
す
る
と
い
え
現
自
の
長
弓
は
、
文
洋
を
超
え
九
二
つ

の
解
釈
論
／
ょ
の
打
、
γ
財
産
設
波
の
対
必
安
打
仕
非
常
に
擬
制
判
的
な
も
の
こ
）
て
い
る
ー
わ
け
で
「

U

（巾
i

陥
）
と
こ
う
が
、
改
訂
山
ん
前
段
ゐ

円」、
J

d

p

｝什人
i
l
ふl

示、

一一
J
J
T
l
J
f
v

占
有
改
定
日
刈
折
々
を
否
定
す
る
。
ふ
め
る
い
は
、
九
十
出
目
的
に
不
定
1

な
い
ま
C
？也、

iuu
什
改
定
の
認
定
に
つ
い
℃
非

在所徒浪Ifえ告］；~：「ノ till誌と七日間己q＿，寸

J

干
に
散
し

J

c

h

v

く
と
い
一
〕
方
向
で
の
解
釈
に
転
換
す
る
余
地
が
あ
る
わ
け
で
、
阪
昧
皆
川
肢
を
壮
一
、
J
h
l

亡し一
μ

っ
と
抗
日

す
る
よ
り
も
、
叶
ど
れ
を
r川
必
に
し
て
、

よ
れ
よ
い
所
絞
り
心
叫
に
ty
向
か
っ
て
、
ム
わ
る
レ
は
よ
り
よ
い
判
例
形
成
を
し
て
い
く
方
有
に
、

せ
町
背
い
て
い
た
と
き
た
い
と
ぷ
勺
え
て
お
h
U
J

ま
す

と
述
べ

山
肝
品
以
冷
も
ン
ン
ポ
ン
ウ
ム
報
パ
に
お
い
て

占
有
改
定
に
よ
る
対
抗
嬰
件
け
、
憶
の
ー
知
力
が
詰
め
ら
れ
る
し
〈
い
ろ
時
停
に
は
、

一
議
波
公
不
制
皮
の
創
設
は

百
円
山
北

何
も
ホ
久
史
を
加
え
と
い
ま
什
ん
υ

う
し
た
が
〉
て

先
に
業
合
動
産
一
以
波
担
保
九
コ
い
て
、
ー
令
改

｛疋けや丸山れノ、

対
抗
山
女
件
H
一
怖
が
行
わ
れ
て
い
る
場
台
は
、

淫
れ
で
な
一
記
を
行
ゥ
た
告
す
波
担
保
権
v告
は
、
先
行
「
ず
る
上
布
改
定
が
あ
り
、

事
交
先
ず
る
一
政
液
回
目
保
柊
が
あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
は
、
や
は
り
必
ず
、

γ
も
容
易
と
は
あ
り
ま
せ
ん
c

昭
和
ハ

一
年
の
d

阿
南
ふ
判
決
が
間

ら
か
に
〕
た
！
寸
P

主
投
，
心
に
よ
る
集
ん
け
動
ヶ
之
江
技
担
保
の
一
刈
抗
要
件
具
備
と
レ
つ
規
作
凶
体
に
、

と
述
べ
ら
れ
る
わ

内
検
討
の
必
民
性
が
あ
る
の
さ
は
な
い

か
と
尽
わ
れ
ま
「

U
2
 

4
富
山
〆
凶
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少
公
く
と
メ
手
市
ん
T

物
に
つ
い
て
ー
一
個
芝
府
台
物

と
い
う
物
的
江
波
律
荊
成
十
採
用
し
、

こ
れ
に
？
山
右
改
定
L

よ
る
対
L
h
川
渋
川
共

怖
を
認
め
る
と
い
っ
た
判
例
法
川
町
は
、
段
し
く
反
省
が
近
、
つ
れ
る
も
の
と
い
パ
よ
A

J

そ
の
立
一
川
に
お
い
て
、

h
h

牛
士
川
明
日
戸
、
動
溢
議
淀
川
一
胃
「
川
り
効
々
に
つ
い
て

イ
ー
設
動
説
に
つ
い
て
、
「

t
＋
仏
お
日
七
ト
八
条
の
「
J
J

波

し
げ
よ
め
ワ
た
も
の
と
み
ま
「
」

E
規
定
し
た
こ
と
は

間
別
助
片
に
つ
し
て
の
表
具
と
し
て
は
ど
い
と
、
以
て
も

集
合
助
＃
に
閃
オ
る

J
f
l、
み
Jm

い
か
が
な
も
の
？
？
c

現
行
債
権
譲
波
特
判
法

条
項
に
お
い
て
、
笠
記
の
効
ん
に
つ
い
℃
当
該
慌
誌
の
伝
務
長

叶
J

ノ
ー
ト
〕
内
げ

よ
タ

ρ
2

民
法
MM

一市阿
v
オ
ハ

fυ

条
の
規
定
に
よ
る
椛
｛
疋

J

れ
の
あ
る
討
去
に
よ
る
通
知
が
あ
っ
た
も
の
子
付
な

一
者
に
つ
い
て
は
、

一
コ
ノ
ー
二
位
羽
3

〆
て
い
る
こ
と
に
平
氏
を
ム
F
わ
店
一
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
条
文
口
体
が
1

集
合
弥
呼
ト
ル
コ
い
て
、
物
球
的
支
配
の
移
転
で

、μ合、
る

引
渡
し
ー
か
占
め
る
こ

Y

ヤゼ
F

則
提
7
7／
て
い
る
よ
う
な
表
現
C
あ
り
、
好
ま
し
く
な
ー
；

表
現
と
し
に
は
一
民
法
第
百
じ
！
八
条
の
川
引
渡
し
が
為
つ
り
に
と
叶
の
効
力
を
中
ポ
ヲ
｝
ご
と

C
も
す
べ
き
だ
三
人
の
で
は
白
い
た
の

、A
一

、つノ
J
J
M

いいにー、
V
－1

－
八
一
ぃ
ア
お
行
一
昨
仕
心
リ
〆
プ
礼
調
主
y

は
、
魚
介
M
W町
三
段
勾
川
ポ
モ
山
川
h
y
J
て
い
る
例
が
、
八
；
λ

何
片
山
末
以
引
先
の
六
ω
丸山れ民
Jのり、

み
ヘ
リ
む
か
に
は
、
手
形
心
証
一
一
以
式
市
生
J

、
八
ム
ム
低
パ
一
士
又
問
問
要
品
が
あ
J

た
鳴
い
な
ど
に
、

7

ソ
t

J

K

時

o
d
J京心ヘ
U
Jと
り
多
〆
躍
似
す
る
日

報
川
口
百
戸
ば
、

一
年
号
、
の
ぜ
む
酪
品
以
行
人
行
の
右
作
況
判
引
去
の
ろ
い
心
、
応
品
シ
一
作
誌
と
し
に
も
の
は
‘
%
に
す
ぶ
な
い

中
肌

的
て
あ
る
出
人
「
子
人
少
な
ぐ
な
か
コ
ム
一
々
れ
t
い
る
－

；士
一一一

内

削
掲
正
こ
一
担
保
町
民
一
付
究
会
む
「
7
［一

じ
L

店
内
川
仙
人
品
か
か
洲
、
J
i
U

川和侃
e

執
↑
制
ほ
－
荷
訂
版
）
一
宍
ー

広
間
試
案
に
つ
v

て
に
一
、
金
融
仏
湾
事
情
↓
」
一
、

J

一二門
J

月
六
百
い
品
、
て
の
ー
引
い
比
丸
山
削
に
つ
v

こ
は
会
場
仏
務
事
惇

？］一一い）

l寸,, 

レ l

F司

－η、υ
一

＼

J
 

一A
IU
トムエノ問、
υ

極
民
際
情
ほ
日
一
品
問
守
え
で
伯
梓
一
品
店
に
日
附
7
匂

f
I
I小
制
度
の
世
甘
ん
加
に
悶
ず
る
恋
制
中
間
試
案
』

p

対

γ
る
缶
界
岩
見
の
紹
介
」
主
↓
別
法
務

半去

五
(! 
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出
凶
川
工
一
勝
裕
以
1

一υ

針
主
再
士
机
沌
登
記
制
＃
ん
勾
剖
設
芯
巴
イ
叶
、
ι団一γ
…市一イ胤沌登引
T
如
亭
λ
汀
γ

戸ワ一一」

怪い
M

一τh
削
げ
廿

怪出一一～
d
エ
汁
”
前
渇
け
～
J
1

）
～
旬
足
説
山
ハ
一
九
F

A
 

－AV；
併
記
品
；
動
圭
債
権
謀
誌
に
係
る
ふ
F

一
水
制
！
以
の
や
備
に
問
す
る
要
綱
』
の
枇
玄
｝
下
生
ぱ
前
》
L

金
融
法
川
和
ヂ
一

ヘ川
J

植
担
ほ
か
前
拘
引
（
h
J
同
市
託
力
六

一
日
～
；
一
世
じ
位
一
広
川
前
対

1
5
）
所
一
両
ん
「
h
o

－Mれ
）
極
知
一
t
h
m
r
訪
ね
υ

6
）
炉
説
二

u
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